
研究活動一覧
（本誌掲載分省略）

朝　日　　　稔

〈論　文〉

｢世界末世界経済の深層と21世紀への曙光｣ 『経済科学通信』第89号 1999年３月
基礎経済科学研究所

安　斎　育　郎

〈著　書〉

「DATAPAL 1999 最新情報・用語辞典」 小学館 1999年２月

ヨハン・ガルトゥング共著 かもがわ出版 1999年8月
「日本は危機か」

「改訂版・放射能そこが知りたい」 かもがわ出版 1999年11月

〈論　文〉

｢霊能と詐欺の間―日本人と霊魂観｣ 『犯罪心理研究』第8号 1999年4月
日本犯罪心理学研究所

“Peace of Asia - Development of Peace Education The International Peace 1999年5月
and Peace Museums” Conference on Korea,

Published by Yi Jun Peace 
Museum
No.60

｢日本とアジアの平和博物館｣ 『第３回世界平和博物館会議報告集』 1999年６月
同実行委員会

｢残留放射線の評価―長崎駐屯米海兵隊員の被曝線量を 沢田昭二・永田忍他共著 1999年７月
めぐって｣ 『広島・長崎原爆被害の実相』

新日本出版社

“Peace Museums in Japan and Other Asia Pacific Ritsumeikan Journal of Asia Pacific 1999年8月
Countries” Studies Vol.2

“Measurement of Air-born Rn Concentrations at Several Journal of Oral Science 1999年
Sites in a Radioactivity Research Laboratory” Vol.41 No.2

〈学会発表〉

多田順一郎，恵和子，下道国他共同
｢初等・中等教育における放射線・放射能の合理的な 『日本保健物理学会研究発表会 1999年５月
教育法に関する調査・研究｣ 要旨集』

清水雅美，安江直人共同
「計数効率の体格依存性補償機能付き簡易型 『第36回理工学における同位元素 1999年７月
ヒューマン・カウンターの開発」 研究発表会要旨集』

Peter van den Dungen他共同
“Museums for Peace in Japan and Other Asian Countries” The Proceedings of the 3rd 1999年７月

International Conference of
Peace Museum
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〈調査報告〉

共著「初等・中等教育における合理的な放射線・放射 科学研究費補助金基盤研究Ｃa 1999年３月
能の教育法に関する調査研究」

〈その他〉

「サイババの「物質化」の真相」 『上方芸能』No.131 1999年１月
上方芸能編集部

｢日本人の霊魂感とオカルト問題｣ 『全国弁連通信』No.64 1999年２月
全国霊感商法対策弁連

｢青年団と歩んだ20年｣ 『立命館大学国際平和 1999年３月
ミュージアムだより』
第６巻 第３号

｢なぜ｣と問う心 『小学五年（下）国語教科書』 1999年４月
日本書籍

｢妻が宇宙人になった話｣ 『上方芸能』132号 1999年５月
上方芸能編集部

｢擬似科学批判総論」 『スカイウォッチャー』７月号 1999年7月

｢オランダ・ベルギーの旅路」 『立命館大学国際平和 1999年8月
ミュージアムだより』
第７巻第１号

｢1999年７の月」終わる 『上方芸能』第133号 1999年１月
上方芸能編集部

｢日本における平和博物館の発展と課題」 『日本の科学者』34巻11号 999年11月
水曜社

｢人類は地球の“破壊者”か」 『ひろばユニオン』453号 1999年11月
労働者学習センター

｢ガイア（地球の女神）が泣いてる｣ 『ひろばユニオン』454号 1999年12月
労働者学習センター

「『自己啓発』という狂信」 『上方芸能』134号 1999年12月
上方芸能編集部

大　空　　博

〈論　文〉

｢1945年日本の夏―敗戦直前の｢情報空白｣を読む」 『立命館言語文化研究』 1999年12月
11巻３号

及　川　正　博

〈論　文〉

「アメリカの家族劇にみられる父と子の葛藤」 『文学にみる親子の葛藤と信頼』 1999年12月
（立命館土曜講座シリーズ６）
立命館大学人文科学研究所

奥　田　宏　司

〈著　書〉

横田綏子，神沢正典共著
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『国際金融のすべて』 法律文化社 1999年４月

〈論　文〉

｢金融不安化の円・ドル相場の規定因 『証券経済研究』第20号
―ジャパン・プレミアムの拡大と 財団法人日本証券経済研究所 1999年７月
円キャリー・トレードー｣

夏　　　　　剛

〈論　文〉

｢失われた祖型を求めて―日中礼法の研究：序説（中）｣ 『立命館言語文化研究』 1999年１月
10巻４号

｢失われた祖型を求めて―日中礼法の研究：序説（下）｣ 『立命館言語文化研究』 1999年２月
10巻５・６合併号

｢戦略的思考―志向を巡る現代日・中の｢文化溝｣ 『立命館国際地域研究』 1999年３月
（観念・視野篇）｣ 14号

｢戦略的思考―志向を巡る現代日・中の｢文化溝｣ 『立命館言語文化研究』 1999年12月
（史観・閲歴篇）｣ 11巻３号

加　藤　恒　彦

〈その他〉

（項目執筆）フェミニズム理論辞典 明石書店 1999年８月

唐　沢　　　敬

〈著　書〉

「アジア経済危機と発展の構図」 朝日新聞社 1999年10月

〈論　文〉

｢世界経済の変容とエネルギー市場｣ 『NEW  ENERGY』 1999年７月
No.125

「石油企業の巨大合併と日本の石油企業」 『NEW  ENERGY』 1999年10月
No.126

｢中東産油国の市場経済改革と市場形成力｣ 『立命館国際地域研究』 1999年３月
第14号

河村（丸岡）律子

〈論　文〉

｢大学の街京都で学ぶ学生の意識調査｣ 『都市研究・京都』11号 1999年３月
京都市総合企画局

〈その他〉

｢国際関係データネットワーク｣ 『社会情報リテラシー』 1999年４月
オーム社
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小　林　　　誠

〈論　文〉

『アンティリアリズムのパワー・サイト 『国際法外交雑誌』 1999年２月
―国際政治における国家と社会―』 97巻６号

〈その他〉

『国境を越えた市民社会を構想するには』 『AERAMOOK50 1999年
新国際関係学がわかる』

佐　藤　　　誠

〈論　文〉

｢先進国―アフリカ関係の再編― 『アジア経済』40巻２号 1999年２月
ロメ協定改定問題と南部アフリカ｣

｢日本のアフリカ外交と平和貢献の展望｣ 『平和研究』第24号 1999年11月
日本平和学会

｢新生南アフリカの外交政策｣ 平野克巳編 1999年
『新生国家南アフリカの衝撃』
アジア経済研究所

｢1999年代前半までの日本の 大林稔編『アフリカ― 1999年
アフリカ援助成策の特質について｣ 第三の変容』昭和堂

〈書　評〉

辻村英之著
『南部アフリカの農村協同組合―構造調整政策下 『アジア経済』40巻６号 1999年６月
における役割と育成』

代　田　　　純

〈著　書〉

｢現代イギリス財政論｣ 勁草書房 1999年２月

〈論　文〉

「株式保有構造と年金基金―イギリスと日本の比較―」 『証券経済研究』22号 1999年11月
日本証券経済研究所

高　橋　正　義

〈著　書〉

浜名恒美共著
“Human Affiliated Program for Productivity ジョルダン科学技術審議会 1999年２月
Improvement” (HAPPI)

〈その他〉

｢日本の秘訣と産業競争力政策 『フロンティア』11月号 1999年11月
（インドとポーランドの事例から）』 国際協力事業団
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竹　内　隆　夫

〈論　文〉

｢タイの家族｣ 『変容する世界の家族』 1999年11月
ナカニシヤ出版

中　逵　啓　示

〈論　文〉

｢歴史の囚人：日本の朝鮮半島政策｣ 『海外事情』第47巻４号 1999年４月

中　村　福　治

〈翻　訳〉

崔章集著『韓国現代政治の条件』 法政大学出版局 1999年

〈論　文〉

５・18と金南柱（ハングル） 『5.18は終わったか』（ソウル・ 1999年５月
ハングル）プルンスプ

永　田　秀　樹

〈論　文〉

大久保史郎他共著
「判例回顧と展望1998 憲法｣ 『法律時報』71巻５号 1999年

西　川　長　夫

〈著　書〉

『フランスの解体？―もうひとつの国民国家論』 人文書院 1999年10月

共著篇（渡辺公三との共編） 柏書房 1999年
『世紀転換期の国際秩序と国民文化の形成』
序「帝国の形成と国民化」

〈論　文〉

「現代における「翻訳」の問題」 『立命館言語文化研究』 1999年２月
特集 1 比較文化研究
10巻５・６合併号

「20世紀をいかに超えるか」 『立命館言語文化研究』 1999年６月

“European Integration through Multicultural-Colored Miyajima Takashi, Kajita 1999年６月
Glasses: Issues of Region and Immigration in the EU” Takamichi and Yamada
(translated by James W. Hove) Mutsumi, eds. “Regionalism 

and Immigration in the Context 
of European Integration” JCAS 
Sumposium Series 8, The Japan 
Center for Area Studies, National 
Museum of Ethnology, Osaka Japan 1999)

「マルクスは国民国家をどう見ていたか」 『マルクスがわかる』 1999年９月
アエラムック
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「戦後歴史学と国民国家論」 『歴史学研究』特別号 1999年10月

「国民国家論の余白に」 『KEIO SFC REVIEW』NO.5
慶応義塾大学

「多文化主義・他言語主義をアジアから問う」 『立命館言語文化研究』 1999年12月
11巻４号

〈書　評〉

「知識と秩序の結合」をモチーフとして 『図書新聞』2444 1999年７月
―「合理化」と「国民の創出」を問題系に」
阪上孝「近代統治技術の誕生」岩波書店

「的場昭弘　高草 一編『1848年革命の射程』 『神奈川大学評論』No.32 1999年
御茶の水書房」

〈翻　訳〉

平野千果子・天野千恵子共訳 平凡社 1999年
リン・ハント『フランス革命と家族ロマンス』

「対談　日本語教育の再構築　第９回 『月刊　日本語』 1999年12月
「さまざまな文化の形」（田中望×西川長夫）

姫　岡　とし子

〈著　書〉

池内靖子，武田春子，二宮周平共編著 晃洋書房 1999年11月
『21世紀のジェンダー論』

〈論　文〉

｢労働者のジェンダー化―日独における 『思想』No.898 1999年４月
女性保護規定｣

〈翻　訳〉

共訳
｢オットー・ダン『ドイツ国民とナショナリズム 名古屋大学出版会 1999年12月
―1770―1990』｣

Phillip Lynn Markley

〈論　文〉

“Local  Area Networks : Online Communication in The Language Teacher January 1999
the Japanese EFL Classroom” Vol.23 No.1

“From Conception to Completion : Professional JALT2000 1999
Considerations in Abstract Writing” Call for Papers

南　野　泰　義

〈翻　訳〉

巣山靖司、高城和義等共訳
『エスニシティとナショナリズム』 名古屋大学出版会 1999年
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文　　　京　洙

〈書　評〉

崔章集著『現代韓国の政治変動』（中村福治訳） 『歴史学研究』719号 1999年１月
木鐸社 歴史学研究会

〈論　文〉

「韓国における地域社会の変容と住民自治」 『アジア・アフリカ研究』 1999年７月
第39巻３号
アジア・アフリカ研究所

「4・3事件と在日韓国人」 『済州4・3研究所創立10 1999年11月
周年国際学術大会―冷戦時
代の東アジアにおけるジェノ
サイドの歴史』
済州4・3研究所

森　岡　真　史

〈論　文〉

投入産出構造・緩衡在庫・販売予測 『経済論叢』161巻１号 1999年
―数量調整過程の安定分析― 京都大学

山　田　人　士

〈論　文〉

｢香港の言語状況｣ 『立命館言語文化研究』 1999年12月
11巻３号
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